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Ⅰ はじめに 

 ネパールには、世界最高峰のエベレストをはじめ有名な山々が点在しており、登山やトレッキン

グ等を目的に毎年多くの方が日本から訪れています。登山より手軽なトレッキングといえども、トレ

ッキング・コース自体が３０００メートルを越す高所が大半であるため、重度の高山病や山岳事故で

亡くなられる邦人も後を絶ちません。 

 また、ネパールでは２０１５年９月に新たに憲法が制定されましたが、つい最近まで連邦制の構

成、宗教政策などに対し、不満を抱く政党や宗教団体、民族グループなどによる激しい抗議活動が

引き起こされていました。更に、労働運動や学生運動、社会運動が盛んで、治安に大きな影響を及

ぼしています。警察の統計によれば、一般犯罪発生件数は年々増加しており、ネパールにお住まい

の皆様は十分注意が必要です。 

 当地ネパールでは日本人を含む外国人を狙ったテロや誘拐事件は発生していませんが、政治情勢が

不安定であるため、中東地域からイスラム過激派が容易に流入する危険性もあります。普段から情報

収集を行い、情勢の変化に敏感であることが必要です。 

多くの方の記憶にあるとおり、２０１５年４月２５日にはカトマンズ北西を震源とするマグニチュ

ード７．９の大地震が発生し、約２２，０００人の負傷者と９，０００人近い死者を出す大変な惨事

となりました。亀裂の入った建物に戻れず、また、建て直す当てもなく、そのままテント生活を余儀

なくされている被災者も未だ多くいる状況です。 

亜熱帯気候の南部タライ平野は、マラリア等の熱帯感染症の発生もみられます。特に７月頃の雨期

には伝染病などの危険性もあり、衛生面での注意が必要かと思われます。 

 ネパールでの生活に当然必要な情報として、各項目で詳しく説明していますので、熟読の上、必要

な対策を講じ、普段からの心と物理的な準備を講じてください。 

 また、記載内容のことでご質問などがあればいつでも日本大使館領事班にご連絡ください。 

 

Ⅱ 一般的な防犯の手引き 

１． 防犯の基本的な考え方 

（１）ネパール事情 

ネパールは、隣国インドやバングラデシュと比べると比較的安全な国だと言われていますが、日本

と同じように暮らせるほど安全とは言えません。季節や時期にもよりますが、１日１２時間以上にわ

たる長時間の停電、断水や大気汚染など日本の日常生活では考えられない生活上の不便があります。

このような状況で生活するためには、「自分でできることは自分で。自分の身は自分で守る。」とい

う基本的な心構えを持ち、常に危機意識を持って行動することが必要です。そして万が一犯罪等に巻

き込まれた場合には、まず自分自身の身の安全を第一に考え、冷静に対処するよう心掛けてください。 

 



  - 2 -  

 

（２）ネパール犯罪発生状況 

ネパールとインドの国境は「オープン・ボーダー」（インド人及びネパール人は旅券がなくても相

手国に陸路で通行が可能）というシステムをとっているため、両国国民はどこからでも自由に出入り

できます。そのためインドからネパールへ拳銃等の武器や爆薬等が流れ込み犯罪者集団の手に渡って

います。また、その逆に大麻樹脂等の薬物がインドへ密輸されています。 

カトマンズ市内では、強盗・窃盗事件などの一般犯罪が増加傾向にあります。殺人や強盗事件には

インドから密輸入された拳銃が使用されたりしています。また、爆弾・誘拐事件は政治状況とともに

件数の増減はあるものの、依然として発生が続いている状況にあります。 

下記統計は警察が届出を受けて事件として登録した件数です（警察への届出がなかった爆弾事件は

含まれていません）。 

 

＜ネパール全土の犯罪状況＞ 

年 (ネパール歴） 殺  人 (既遂） 爆弾事件 強盗・窃盗 誘  拐 

2 0 1 4 .7.17～2 0 1 5.7.16 606 43 1268 90 

2 0 1 5 .7.1 7～2 0 1 6.7.16 597 48 1503 76 

2 0 1 6 .7.17～2 0 1 7.7.16 608 51 1562 59 

2 0 1 7 .7.17～2 0 1 8. 7 . 16 628 54 1628 77 

        （ネパール警察集計） 

邦人関連の犯罪は，そのほとんどが置き引きやスリ等の窃盗被害です。ネパールでは，日本人は

「お金を持った警戒心のない人」というイメージを持たれているので，常に狙われていることを忘

れず，自分の身は自分で守る意識が重要です。また，邦人が当事者となる事件も発生しています。

ネパールでは，改宗の目的で宗教を布教してはいけないと法律で定められており，この法律に違反

した場合は，5 年以下の懲役および 5 万ネパール・ルピー以下の罰金が科せられますので，十分注

意してください。 

 

２． 防犯のための注意事項 

（１）住居の安全対策 

住居は、自分自身はもちろん、家族が安心して過ごせる場所でなければなりません。特に海外での

侵入窃盗（強盗）は、状況と対応によって、死に至る最悪の惨事に陥る可能性があります。ネパール

での侵入窃盗等の被害報告は「家人が留守にしている時に発生したもの」「使用人が手引きしたもの」

「家主が現地人から恨みを買って犯罪に巻き込まれたもの」などがあります。 

侵入者対策は、侵入者側の心理を考えて対策を講じれば、自らと家族の生命・身体・財産を守る



  - 3 -  

 

ことは可能です。「犯罪の標的とならない」「犯罪者に対して実行困難と思わせる」そして「不幸に

して犯罪被害に遭ったとしても被害を最小限に食い止める」ために以下の点を参考に対策を講じてく

ださい。 

●住居を決める際は、比較的在留邦人や外国人の多い地区を選ぶ。三方（裏、両隣）が邦人や外国人

居住家屋となっていれば進入される可能性も減ります。 

●警備員を雇う。２４時間でなく、夜間のみであっても有効です。 

●外壁を強化する。侵入者が乗り越えやすい箇所は、鉄条網や忍び返し等障害物で補強する。 

●照明を設置して敷地内を明るくする。また、敷地内には警備員や番犬を置き、夜間は電池式のセン

サー付ライトなどを設置しておく。 

●ダサインやティハール等、お祭りで長期休暇となる時期や雨音等で周囲の音が消される雨期には犯

罪が多発する傾向があります。 

●長期間家を留守にする場合は、むやみに外出日程を周囲の人に知らせない。また、信頼できる知人

や同僚などに定期的に自宅の見回りをお願いしておくことが有効です。 

●非常ベルやセンサー付ライト等の警備機器で住居防護を補強する。 

●警備員小屋、樹木等をつたって、庭から２階部分へ、直接、侵入可能な経路が無いか確認し、あれ

ばそれを遮断する。 

●住居の各部屋の施錠設備を強化し、特に主寝室には内鍵をつけ、就寝時等ドアの施錠はこまめに行

う。 

●主寝室には電話、拡声器等外部との通信手段を確保し、緊急連絡先等も見える場所に掲示しておく。 

●家の外から目立つ場所に高価な物を置かない。 

●使用人やドライバー、庭師等現地の人から恨みを買うことのないよう、日常生活に留意する。 

●就寝中に不審な兆候を察知した場合、寝室に留まり、不用意に様子を見に行かない。 

●不幸にして泥棒と対峙した場合には、決して抵抗せず相手の要求に従う。遭遇する可能性のある犯

罪のほとんどは「金品目的」であり、金品を奪えば身体への危害を加えることはない。安易に犯人を

追跡したり、抵抗したりすることは、犯人を逆上させることになり、かえって危害が及ぶ恐れもある。 

（２）外出時における安全対策 

在留邦人や旅行者の被害事例を教訓に、外出時には次の点に注意して行動してください。 

●観光地・繁華街・市場・空港等大勢の人が集まる場所、混み合ったバス車内ではスリ置き引きに注

意する。 

●大麻の所持・吸引は違法です。過去、邦人で逮捕された方、また、有罪判決が出て刑務所で服役し
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ている方もいます。観光地等に大麻や違法薬物の売人がいますが、興味本位でも絶対かかわらないで

ください。 

●大金を持ち歩かない。支払いの際に現金を人前でさらさない。 

●旅行日程、行動日程を緊急時の備えとして家族等と共有する。 

●緊急連絡先、身分証明書等は常時携帯しておく。 

●貴重品を残したまま車を離れない。窓ガラスを割られる可能性があります。ドライバーが近くにい

る場合でも必ずロックさせる。 

●マーケット等に駐車する場合は、守衛のいる正規の駐車場で建物近くの場所に駐車する。 

●夜間の外出は避ける。ネパールは街灯が少なく、暗い通りも多いため注意が必要です。１人で出か

ける場合は、歩道の中央を歩き、街灯等のついていない通りは避け、バイクや車を使ったひったくり

の予防のため、カバンやバッグは前に抱えて歩くなど工夫してください。 

●昼間でも人通りの少ない場所では、バイクを使ったひったくりに警戒してください。過去に、バイ

クを使った引ったくりに遭い、カバンごと引きづられて大怪我した事例があります。 

●万一犯罪に遭遇した場合は、生命に危険が及ばない限りは決して抵抗せず、生命の安全を第一に考

えることが肝要です。 

（３）使用人との関係 

ネパールで発生する侵入被害には、使用人等がその家の情報を犯罪者に流して犯行を手引きする場

合があります。そこでネパールで安全に生活するために、次の点に注意して使用人等と接してくださ

い。 

●使用人を雇うときは、信頼のできる人から紹介してもらうなどして、身元のしっかりした人を採用

する。 

●複数の使用人を雇う場合、責任者を指定して使用人間で相互にチェックできるような体制をつく

る。 

●使用人には、主人の許可なく外部の者を家の中に入れないよう日頃から指導しておく。 

●使用人を含め、他人に外出・旅行・長期休暇等の行動予定を不用意に漏らさない。 

●使用人のプライドを傷つけないよう、感情的に指示や注意をしない工夫が必要です。解雇する場合

は恨みを買わないよう注意してください。 

●貴重品は鍵のかかる机等に保管し、鍵の管理を徹底する。 

（４）交通事情と事故対策 

（ア） 交通事情 
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最近ネパールでは、特にカトマンズで乗用車やオートバイの数が急激に増えています。さらに、

道路は狭く整備が十分なされていないことに加え、車・自転車・バイク・テンプー（乗り合いバス）

等が縦横無尽に走っています。 

信号や横断歩道が少なく、「車の運転者には歩行者を優先する」という概念が無いため、車両の

合間を縫って道路を横断しなければなりません。全般的に交通マナーが非常に悪く、無理な追い越し

や急な割り込み、脇道から一旦停止せずに飛び出すなど、日本国内の常識では考えられないような運

転者がいます。事故に遭わないよう十分注意して行動してください。 

また、６月から９月ころまでモンスーン期（雨期）にあたり、年間の降雨量の約８０パーセント

がこの時期に集中します。この時期には山間部における土砂崩れや地滑り、路肩の崩落、未舗装道路

でのスリップ、視界不良等により車両の転落事故が多発します。遠隔地の観光地等へ旅行される際、

安易に安価なローカルバスを利用すると、整備不良、無理な運転等による事故に遭う可能性が高くな

ります。外国人旅行客のためのツーリストバスか空路の方が安全です。 

（イ）事故対策 

ネパールで事故を起こした場合、状況によっては、加害者が周囲の人間にとり囲まれ、危害を加

えられる場合があります。外国人でも同様ですので十分注意してください。また、外国人だとわかる

と法外な賠償金を請求する場合もありますので、事故処理・示談等には冷静かつ毅然とした態度での

ぞむと共に、状況に応じて一旦現場から離れ、事故発生場所から近い警察やホテルの駐車場等、人気

のある安全な場所に移動して示談交渉を行うようにしてください。その際、自宅での示談交渉は避け、

不用意に自分の個人情報を先方に与えないよう注意してください。自宅の住所が知れると示談交渉が

うまくいかない場合や、嫌がらせを受ける可能性があります。先方に連絡先を伝えなければいけない

場合は、携帯電話番号（変更可能）や勤務先（学校名）とその電話番号等を教えるだけに留めてくだ

さい。可能であれば、ネパール人の友人や所属先の関係者、警察官など、第三者を加えた形での交渉

が肝要です。 

また、ネパールでは道路の真ん中を牛が歩いている光景をよく見かけます。ヒンズー教で牛は特

別な存在となっているためで、ネパール人は牛を傷つけないよう避けながら車両等を運転していま

す。運転中に牛をはねたり傷つけた場合、周囲のネパール人に取り囲まれ、警察に突き出されたり、

最悪の場合はその場で危害を加えられるなど重大な問題を引き起こすおそれがありますので十分注

意してください。 

（５）テロ・誘拐対策 

（ア） テロ対策 

近年、地下武装組織による爆弾等を活用したテロ行為は減少しましたが、未だ政治状況は不安定

ですので、十分注意が必要です。 
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●多数の群衆が参加する集会やデモ等が実施されている場所には、興味本位で不用意に近づかない。 

●ネパール政府関係施設、軍、警察等の治安機関施設及びそれらの周辺への立ち寄りには十分注意す

る。 

●長距離バスによる首都や地方都市間の移動は極力避け、可能な限り空路を利用する。 

●マオイストをはじめ様々な勢力の呼びかけによるバンダ（ゼネスト）実施日には、不要不急の外出

を控える。 

●流言や根拠のない噂等に惑わされることなく、大使館等の関係機関へ直接問い合わせる。 

（イ） 誘拐対策 

ネパールで邦人が身代金や政治目的で誘拐されたという事件はこれまで発生していません。しか

し、２０１１年にはニューデリー在住のインド人がネパール人から骨董品の商売をしようとネパール

へ呼び出され、空港で誘拐された上、身代金を要求されるという事件が発生しています。万が一に備

えて次の点に注意してください。 

●標的とならないために、なるべく目立たない服装や行動に心掛ける。 

●通勤ルート、行動予定をパターン化しない。行動を予知されないように用心を怠らない。 

●夜間の外出、人気のないところへの外出は極力避ける。 

●不審な電話がかかってきたり、監視や尾行されていると感じる等の誘拐の前兆があれば、家族や勤

務先に知らせるとともに警察に相談してください。当館においても相談を受け付け、警察のしかるべ

き部署への紹介等を行います。 

●子供に対しては、日頃から家族でよく話し合い、知らない人には絶対ついていかないよう繰り返し

言い聞かせる。 

 

Ⅲ 緊急事態発生時の対応（自然災害、クーデターなど） 

１．地震などの自然災害 

１９３４年１月１５日、ネパール東部でマグニチュード８．１の大地震が発生し、カトマンズで８

万戸以上の家屋倒壊、約１０，５００人の死者・行方不明者がでる惨事となりました。この地震以降、

ネパール周辺での地震研究が進み、８０年周期で地震が発生するという専門家の分析結果から、当館

は、大地震発生の危険性を日本人会や在留邦人と共有し、連携して避難訓練などを行ってきました。 

不幸なことに、２０１５年４月２５日、カトマンズ北西を震源とするマグニチュード７．８の大地

震が発生し、負傷者約２２，０００人、死者約９，０００人を出す大惨事となりました。カトマンズ

及びその周辺地域では、現在でもテント生活を余儀なくされている市民もおり、復興については、未

だ進んでいない地域も多いのが現状です。 
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一部の地震専門家からは、今回の地震は、想定されていた規模よりも小さいものであるとして、今

後更にもっと大きな地震がくる可能性を危惧しています。また、今回放出された活断層のエネルギー

は想定されていたものより小さかったのではないかという説もあり、今後残りのエネルギーが放出さ

れた場合、より大きい地震が発生する可能性があるため、ネパールに住む在留邦人の皆様は、その危

険性を踏まえた準備が必要となります。以下を参考に日頃から備えてください。 

（１）心がまえと備え 

 ネパールの建物や家屋は、日本のものと違い、耐震構造ではありません。柱に鉄筋が入っている場

合は比較的崩れにくくなっていますが、震度４から５と言われている今回の地震では、日本と違い、

その程度の震度であっても多くの建物が崩れました。このことから、震度５強以上の地震が発生した

場合は、ネパールのほとんどの建物は崩れることを前提に準備が必要です。 

まず、最初にすべきことは、事務所や学校、ホテルや家屋、利用する建物全てについて、地震が発

生した場合の避難場所を想定しておくこと。そして初動措置としての避難経路（ルート）を確保して

おくことです。地震発生時にいる場所によってそれぞれ想定しておくことが必要です。周辺の建物や

立地条件でも避難経路はそれぞれ違いますので、居住する部屋が何階にあるのか、階段を利用するべ

きか、机などの下に潜るべきか、外に出て広い場所へ移動すべきか、建物から崩れ落ちてくるものの

危険性も踏まえ、心の準備をしておくことが大切です。 

ご家族と一緒に生活されている方は、普段から家族会議を開き、避難経路や集合場所、連絡方法な

どを確認しておくことも大事な準備です。 

（２）地震が発生したら 

 上記（１）の想定に従い冷静かつ迅速に行動してください。 

 最優先すべきは身体（生命）の安全です。もし、貴重品類が家屋の中にあってもまずは避難する

ことを優先してください。 

（３）備蓄 

 季節や時期、それぞれの事情や体制にもよりますが、水や食料だけでなく、常に持ち出し用の避

難グッズとしてバッグに詰め、入り口近く、もしくは屋外に脱出してから回収できる場所に備えて

おくことをお勧めします。 

ア 水（ペットボトル数本以上） 

イ 保存食（缶詰、スナック類、米） 

ウ 医薬品（普段使用している薬があれば予備を入れてください） 

エ 最低限の家族の着替え用衣類（特に、冬であれば防寒具、下着複数枚）、靴 

オ 雨具 

カ 旅券など重要書類の写し 

キ その他（携帯型ガスコンロ及びガス缶、簡単な調理器具、小型ラジオ、大小プラスチックバッ
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グ、缶切り、ライター、寝袋・毛布、手袋（軍手）、帽子、小型バッテリー、地図、筆記用具

など） 

 

２．政変、クーデター等の非常事態 

２０１５年９月の新憲法制定以降、ネパール各地において暴動やデモが発生し、日常の生活が脅か

されています。カトマンズ市内では大きな衝突は比較的発生していませんが、王政時代当時の２００

５年２月１日にはギャネンドラ国王が非常事態宣言を発し、全ての通信手段が７日間不通となったこ

ともあります。 

非常事態が発生した場合原則的には、家屋の中で、状況が改善され、落ち着くまで待機することが

肝要です。むやみに外出した場合、暴徒に巻き込まれ、被害に遭う可能性があります。 

地震発生時同様、安全が確保されていることを条件に、当館が設定している避難所に移動する可能

性も踏まえ、数日間は立て篭もることを想定し、必要な準備（備蓄など）をしてください。 

 

３．通信手段及び連絡体制 

（１）通信手段 

 緊急事態発生時における通信手段の確保は大変重要です。自分の安否を日本の家族や当館に知ら

せるだけでなく、被害状況の把握や、避難経路の確保など、その後の行動及び状況判断に大きく係

わります。普段から、携帯電話の所持だけでなく、事務所や自宅の電話、徒歩圏内の友人宅、イン

ターネット回線やパソコンの配備場所（メールやＳＭＳの利用）、乾電池式のＦＭラジオやテレビ

など、緊急事態を想定して周囲の状況を把握しておいてください。 

（２）緊急事態が発生した場合 

 電話（ランドライン）や携帯電話、メールやＳＭＳが利用できる場合は、日本のご家族や友人、

学校の事務局や友達などに、まず、自分の無事を報告してください。一段落して余裕ができたら、

在ネパール日本国大使館の領事班にもご一報ください。日本人会に所属している場合は、安全担当

の理事への連絡でも構いません。 

緊急事態が発生した場合、当館からは通信が確保されている限りは、電話、インターネットやメー

ル、ＳＭＳを通じて在留邦人や短期旅行者の安否確認を行います。なお、２０１５年４月の地震発生

時には、携帯電話が不通にもかかわらず、メールとＳＭＳが断片的に利用することが可能であったた

め、これらに返事をして頂く形で安否確認が出来た方が多くいらっしゃいました。 

メールが利用できる場合は、「大使館からのお知らせ」という形で情報を発信しますので参考にし

てください。これは「在留届」に記入したメールアドレスに当館から一斉にメールを配信するもので

す。複数のメールアドレスが登録可能ですので、必要な方は当館に追加のご相談をしてください。 

（３）ＦＭ放送 
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非常事態が発生し、電話回線が不通となった場合は、状況に応じ、大使館に配備されているＦＭ

放送機を通じてカトマンズ在住の在留邦人の皆さまに対し、必要な情報を流します。ただし、ＦＭ放

送の出力の関係から、カトマンズ盆地全てに電波が届くものではありません。ＦＭラジオをお持ちの

方は、 

周波数８９．００ＭＨｚ 昼正午、夕方６時 の２回放送しますので情報の入手に努めてくださ

い。 

当館では、日本人会と共同で、年 1 回行う避難訓練の際、ＦＭラジオの受信テストも行います。

その機会に自分の地域の感度を確かめて下さい。 

（４）短距離無線機の貸与箇所 

 大使館では、電話回線が不通となる事態を想定し、在留邦人の皆様になじみのある以下のレスト

ランやホテルにご協力いただき、短距離無線機を貸し出しています。当館との連絡手段がない場合は、

お住まい近くにある以下のレストランやホテルに徒歩で移動し、利用を申し出てください（以下アイ

ウエオ順）。 

 

●¶ カフェＵ 

所在地：サネパ、連絡先：１－５５５５７５０、担当者：シュレスタ智枝様 

●キドホテル 

所在地：タパタリ、連絡先：１－４２４３１８９、担当者：金田タクール智寿子様 

●コスモトレック 

所在地：ラジンパット、連絡先：１－４４１６２２６、担当者：柳原武彦様 

●レストラン「こてつ」 

所在地：レインチョール、連絡先：１－６２１８５１３、担当者：冨田建生様 

●サンセットビューホテル 

所在地：ニューバネスォール、連絡先：１－４７８３１７２、担当者：飯森紘子様 

●ＪＩＣＡネパール事務所 

所在地：ラジンパット、連絡先：１－４４２５６３６ 

●レストラン「だんらん」 

所在地：プルチョーク、連絡先：１－５５２１０２７、担当者：内藤純子様 

●カトマンズ日本人補習授業校 

所在地：クポンドール、開校日：土曜日、担当者：高柳治信様 

 

４．緊急避難場所 

クーデターなどの政治的騒動等緊急事態が発生した場合、不用意に屋外に出ると戦闘や騒乱に巻
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き込まれる場合があります。まずは、周囲の状況を確認して、自宅で待機することが安全と考えられ

る場合は、自宅待機としてください。この場合、日本人会の他の会員や日本人の友人に現在の状況を

報告し、お互いの安否を共有してください。 

地震が発生し、避難が必要と思われる場合は、自分の備蓄品などを持って、大使館が指定する以

下の避難場所に移動してください。避難場所では、周りの友人や知人と、お互いの名前や連絡先、情

報などを共有し合い、その後の行動に役立ててください。状況が収まりつつあれば、大使館まで入手

した安否情報をお教えください。 

●在ネパール日本大使館（カトマンズ市パニポカリ） 

●日本大使公邸（カトマンズ市タハチャル） 

●国有宿舎（ラリトプール市マンバワン） 

上記日本大使館指定の避難場所には、短期渡航者用（旅行者や出張者など）の備蓄品（水、食料）

が僅かながら配備されています。状況や災害の規模にもよりますが、備蓄品が全く無い状況に陥っ

た場合の備えとして確保してありますので、必要な場合は、避難場所に居る日本大使館員もしくは

日本人会理事にご相談ください。 

 

              各避難所への地図 

 



  - 11 -  

 

 

 

 

 

 



  - 12 -  

 

Ⅳ病気と予防接種 

１．注意すべき病気 

ネパールは地形的にも変化に富んでいるため、気候や風土も地域によって大きく異なります。従っ

て、健康上注意すべきことも、高山病からマラリアなどの熱帯病にいたるまで多岐にわたります。首

都圏のカトマンズ盆地で注意すべきものは、まず第一に感染性腸炎（いわゆる下痢症：腸チフスを含

む）です。水道水、井戸水も汚染されているものが多いため、飲用にはペットボトルの水をご利用下

さい。次いで、ウイルス性肝炎と狂犬病があります。南部のタライ地域では、これらの他に蚊に媒介

されるマラリア、デング熱、日本脳炎などが加わります。 

２．予防接種 

ネパール入国に際して、義務づけられている予防接種はありませんが、３か月以上滞在する方にお

勧めする予防接種は、（大人の場合）A 型肝炎、B 型肝炎、腸チフス、破傷風、日本脳炎。（小児の

場合）大人に準じますが、三種混合ワクチンなど、日本での定期予防接種項目に任意接種の項目も含

めれば、必要項目はほぼカバーされています（腸チフスはカバーされていません）。 

（注：狂犬病ワクチンは、暴露され（咬まれ）た後すぐに注射を始めても有効ですので事前接種は必

須ではありません。ただし、犬以外の動物に咬まれた場合も狂犬病になるため、気付かないうちに感

染する場合もあります。またネパールの地方部ではワクチンが入手困難な場合があります。発病する

と、極めて致死率の高い病気のため、接種スケジュールに余裕がある場合は、2 回の接種を受けてお

くと安心です。） 

 

Ⅴ 緊急連絡先 

１．警察 

警察（一般） 100 

カトマンズ警視庁 4428435  

   カトマンズ警察署 4261360 

   ラリトプール警察署 5551055 

  バクタプル警察署 6614852 

ツーリスト・ポリス（本部） 4247041 

ツーリスト・ポリス（ポカラ） 061-462761 

ポカラ警察署 061-520033 

 

２．消防  
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カトマンズ市 101, 4427215 

パタン市 5521111 

 

３．病院  

  

 

 

 

 

 

Teaching Hospital （カトマンズ） 4412303, 4412404 

Bir Hospital（カトマンズ） 4221119, 4221988 

CIWEC Clinic Travel Medicine Center(カトマンズ) 4424111 

Grande International  Hospital 4380223, 4381047 

Norvic International  Hospital（ｶﾄﾏﾝｽﾞ） 4258554 

Manipal Teaching Hospital(ポカラ) 061-526416 

 

４．救急車 

Norvic International  Hospital 4258554   

Bir Hospital 4250848 

 

 

５．航空会社 

Nepal Airlines 4220757 

Thai Airways International 4223565, 4221316 

Korean Air 4169190 

Dragon Air 4444820 

Air India 4414596 

６．その他 

入国管理局 4429659, (空港)4429660 

税  関 4470110, (空港)4470382 

 

７．在ネパール日本国大使館 

① 代表： 4426680 （国番号 977：市外局番 01） 

② FAX： 4414101  

③ 開館時間：月～金（9:00～13:00，14:00～17:00） 
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○ 休館日については当館ウェブサイトでご確認ください。  

 

Ⅳ 最後に 

海外生活は毎日が驚きの連続と言っても過言ではありません。また、日本の治安に慣れた皆様にと

っては、想像できないような事件や事故に巻き込まれることもあります。「自分の身は自分で守る」

という心構えのもと、常に警戒心を持って行動されるようお願い致します。また、不幸にして犯罪被

害に遭遇した場合は、できるだけ冷静に対処し、被害を最小限度に食い止めるようにすることも必要

です。安全対策に関するご質問等がございましたら遠慮なく当館までお問い合わせください。 


